
埋
却
に
国
・
県
有
地

ワ
ク
チ
ン
、
き
ょ
う
に
も
完
了

招巨律］産経＿◎

家
畜
の
伝
染
病
・
印
肝
疫
問

麿
で
政
府
は
2
5
冒
、
殺
処
倉
し

た
車
や
豚
な
ど
を
埋
め
る
場
所

に
つ
い
て
、
国
膏
地
や
虜
有
地

を
堤
供
す
透
に
造
溜
飲
め
た
。

航
空
自
衛
隊
新
田
原
基
地
（
宮

崎
県
断
富
町
）
や
県
立
農
業
大

学
校
（
同
県
高
鍋
町
）
な
ど
の

公
有
地
な
ど
を
充
て
る
方
針
。

こ
れ
ま
で
は
畜
産
農
家
な
ど

の
私
有
地
に
埋
め
ら
れ
て
い
た

が
、
場
所
選
定
に
時
間
が
か
か

っ
た
た
め
殺
処
分
が
遅
れ
、
ウ

イ
ル
ス
の
罫
観
を
招
い
た
と
の

指
摘
が
あ
っ
た
。
た
だ
、
対
象

と
な
っ
た
公
膏
地
周
辺
の
地
元

か
ら
反
発
が
出
る
可
能
性
也
あ

り
先
行
き
は
不
透
明
だ
。

政
府
は
被
害
農
家
に
対
す
る

低
利
融
資
の
枠
を
、
現
在
の
1

0
0
健
円
か
ら
3
0
0
債
円
に

拡
大
す
る
検
討
も
始
め
た
。

政
府
の
現
地
対
席
本
部
は
、

発
生
地
か
ら
半
径
1
0
㌔
以
内
の

家
畜
へ
の
ワ
ク
チ
ン
策
種
が
2

5

日
中
に
9
8
％
追
使
度
ま
で
進
ん
だ

と
の
見
通
し
を
示
し
た
。
2
6
冒

に
も
接
種
計
画
は
完
了
す
る

が
、
】
郭
に
反
対
農
家
が
視
る

と
み
ら
れ
て
い
る
。

一
万
、
宮
崎
県
は
2
5
冒
、
殺

処
分
し
た
家
畜
を
埋
め
る
土
地

を
買
い
上
げ
る
と
発
表
し
た
。

既
に
埋
め
終
え
た
土
地
も
対
裏

紅
．大人気Ｈ
話題の量新刊

嗣⑳
佐伯褒美
定価6ＢＯ円（説込】

と
す
る
。

ま
た
、
同
日
聞
か
れ
た
衆
院

農
林
水
産
委
員
会
で
赤
松
広
隆

農
水
相
が
、
「
襲
心
疎
意
、
必

要
と
思
う
こ
と
を
や
っ
て
き
た

つ
も
り
だ
が
、
結
果
と
し
て
こ

れ
だ
け
広
蔽
画
に
広
が
っ
た
こ

と
に
つ
い
て
は
大
変
申
し
訳
な

い
気
持
ち
で
県
庖
里
に
」
と

陳
謝
し
た
。
白
鳳
矧
動
画
勾
↓

団
のｌ
矧
坦
到
矧
こ
れ
ま

で
赤
松
氏
は
、
初
動
対
応
に
遅

れ
が
あ
っ
た
と
の
指
摘
に
「
反

省
す
る
と
こ
ろ
は
な
い
」
と
語

っ
て
い
た
◇

自
民
党
は
2
5
日
、
殺
処
倉
に

絡
む
費
用
の
全
額
を
団
が
負
担

す
る
こ
と
を
圧
に
し
た
法
案
を

衆
院
に
蛙
出
し
た
。
公
明
党
も

被
害
を
全
額
補
償
す
る

法
案
を
参
院
に
提
出
し

（
6
、
イ
エ

0
面
に
開
運


